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　「地域の住宅数が増える一方で中小
企業がどんどんなくなってきている」と
懸念、今のままでは波に飲まれてしまう
と危機感を高める。現在の売り上げは
５億７，０００万円から 5 億８，０００万
円。来年度は売上高６億円を目指し、
これまで取引をしてきた顧客との信頼
関係をさらに高めて最新の情報を得る
とともに、社長自らが営業活動を積極
的に行い、人と人とのコミュニケーショ
ンを図り、新たな顧客開拓を進める。
そのために、社内の最先端の機械へ
の習熟度を高め、材料の提供と切削
加工の両方をあわせ持つ同社の強みを
アピールする。
　同時に、高梨社長は、守口門真商
工会議所の産官学交流プラザ代表を
務めた経験や、地域の工業会などを通
して地元の中小企業の連携を率先して
きた。「状況はすぐには良くならないが、
地域のネットワークや情報網を生かし
たビジネスで、世界に勝てる価値ある
技術や製品を売り出していくことが肝
心」と地域と連動した事業展開に意気
込みを見せる。

地域で協力関係を築き、
世界に勝てる企業を

　材料や加工品の受注から切断加工、
検査、納品まで一貫生産体制をとり、
多品種少量ニーズにも迅速に対応でき
る豊富な在庫をそろえる。そのために、
設備投資と従業員の技術向上に注力
する。品質管理の精度を高めようと、
中小企業庁の「ものづくり補助金」を
活用して３次元測定器も導入した。高梨
社長は「働く場所を提供するのが会社の
役割。働いて成果を得るのが従業員の
仕事」と、会社として設備投資を進め、
従業員の志気を高める意義を説く。工場
では、ＭＣ、ＮＣ旋盤、３次元ＣＡＤや
ＣＡＭなどの最新技術と旋盤、フライス、
ろくろなどの汎用技術を使いこなして
高度な加工形状を作りあげる。
　さらに世界の市場を見据え、中国
人技術研修生を３年間で９名受け入れ
た。高度な技術やノウハウを習熟させ
てグローバル社会で競争力ある戦力を
育成する。高梨社長は「日本の市場経
済には限界がある。これからはいかに
大陸の経済力に勝つ技術を高めるかを
意識しないといけない」と強調する。

継続した設備投資と
技術育成で品質向上に
努める

　同社は良質な材料を豊富にそろえ、
常に素材に関する新しい情報を収集す
る情報力と高度な切削加工技術でニー
ズに応える対応力を強みとする。協調
関係を築いてきた得意先の大手メーカー
からの顧客ニーズに対し、最適な加工
材料や加工方法を提案し、精密切削加
工技術によってこれを形にしてきた長年
の実績がある。
　そのうえで、近年は営業力、技術力
のさらなる強化に努めている。営業面で
は、大手樹脂メーカーや専門商社との
情報交換をさらに密にし、必要な素材
情報をいち早く提供するなど発信力を強
化。技術面では精緻な切削加工技術を
駆使して、汎用樹脂素材から、耐熱温
度が１５０℃以上で長期間使用できる性
能を備えるスーパーエンプラまで対応す
る。一般的な中小企業の設備では加工
範囲が限られてしまうような大きなサイズ
の加工にも対応し、直径１，５００㎜規模
の大型加工にも対応する。年間扱う製
品は２，０００種類から３，０００種類。同
業者とも情報交換を行い、常に先端エ
ンジニアリング部品をつくり続けている。

最新情報をキャッチ、
個別のニーズに迅速対応

　ＮＣ（数値制御）旋盤やマシニング
センター（ＭＣ）などによる切削技術
での合成樹脂素材の精密加工、また
切り板や切り丸棒などの切断素材の
販売を行う。取り扱う材料品目は、ＭＣ
ナイロン各種グレード、超高分子量
ポリエチレン、塩化ビニールなど２０
種類以上にのぼる。工場内の搬送用
機械の部品から、コンビニエンスストア
などで売られるおにぎりを三角形に
成形する食品用機械の部品など、多岐
にわたる分野の部品を製造し、多品種
少量で短納期での対応を行う。

　昭和４４年１０月、大阪市旭区にて
高梨憲春社長の２人の兄が同業界から
独立し創業、その後入社した。「当時
警察官だった自分は、安保闘争が沈静
化してマンネリ化していた」と入社当時
を振り返る。高度経済成長期を経て、
中国などの新興国へ対抗するため高い
精密技術に価値を見いだした。平成
２２年に大阪ものづくり優良企業賞
を受賞後、３次元ＣＡＭを導入し、図面
設計などに活用する。現在は卓越した
切削技術で顧客のニーズに幅広く応
える。

豊富な在庫と高い樹脂切削加工技術

精密切削加工をベースとした
エンジニアリングプラスチックエンジニアリング思考をベースにした

素材情報と加工技術を提案

http://www.nihonplatech.co.jp/

住　所／〒５７０－００４３
大阪府守口市南寺方東通３－１３－２３

ＴＥＬ／０６－６９９３－２９３１
ＦＡＸ／０６－６９９３－２９３４ 
創　業／昭和４４年１０月
設　立／昭和４６年　９月
資本金／１，０００万円
従業員／４０名

常に「創意工夫」し、トップマネジメントの主
導のもと、社員一同「率先垂範」し、品質マ
ネジメントシステムを確立、実施し、その継続
的改善を図っています。近年、さまざまな分
野において、エンジニアリングプラスチック素
材への関心が高まり、その加工技術におい
てもユーザーのニーズがますます多様化して
います。私たちは、卓越した精密加工の技術
力をバックボーンに、常にエンジニアリング思
考での提案力とネットワーク力で、お客様の
ニーズに対応していきます。また成形加工で
はできない付加価値の実現によって常にお客
様のお役に立ちたいと考えています。

■主な事業内容
各種合成樹脂精密切削加工および切断素材販売

■主な取引先（納入先）
設備機械メーカー
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